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壱、パーティー構成 

 

今年は一年目が二人という異常事態のため、パーティー数を増やすことができず、その

ため温泉とＢＣにわける事はせずに全員で温泉に行くことにした。 

 パーティー構成は、以下のようになった。 

 

Ｌ 杉田（三） ＳＬ 森岡（二） Ｍ 三浦（一） 

Ｌ 黒崎（三） ＳＬ 池内（二） Ｍ 山口（二） 

Ｌ 多田（三） ＳＬ 今 （三） Ｍ 近藤（二） 松田（二） 

 

 黒崎Ｐには計画段階ではもう一人、手塚（一）が参加する予定であったが怪我のために

不参加となり、その後部を去っていった。 

 多田Ｐはスキーのうまいメンバーが集まり、地獄谷、インフェルノ等の滑降を目指す異

色のパーティーとなったが、雪少なくその夢は果たせなかった。 

 

弐、目的 

 

 今回、目的としては以下のことをあげた。 

一年目   テント生活、山慣れ、重荷、スキー上達 

二年目以上 スタッフ訓練 

 

 テント生活、山慣れ、重荷については十分な成果が得られた。 

 スタッフ訓練については天候に関する部分で二日目等、微妙な判断を迫られる場面があ

り、よい練習になった。しかし黒埼Ｐは温泉に入ってから風邪のためまともにパーティー

として行動できず、あまり成果は得られなかった。 

 全体としてスキーの量は非常に少なかった。天気がよくまともに行動できたのが六日目

だけであり、また温泉Ｐであるためスキー地が遠く、降雪のため雪質がよくない等条件に

恵まれなかった。 

 

参、その他 

 

 今回も追悼プレートをあてることはできなかった。何らかの工夫がなければ掘り出すこ

とは不可能。追悼芸は来年はぜひやってください。 



 交通手段は全体の人数が少ないため、車を利用した。旭川での買出しも容易で、下山服

等も大量に持っていくことができるので、非常に便利。 

 携帯電話はどこでもよく入るので持っていくとよいでしょう。 

 ロープウェイは六月末から動き出します。 

 サマースキーで三パーティー十人しかいないのはさびしいのでなんとか部員を増やしま

しょう。 


